











A Study on the State of Child Care Record for Utilizing Curriculum and Teaching Planning(1) 





























                                                                                         







































2008 年 3 月の『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』の改訂を反映している保育現場に向き書か
れた書物，および保育者養成校におけるテキスト類(主として，保育の日誌・記録・自己評価・振り
返りについて書かれているもの)をベースに，2001 年以降の過去 10 年間の学術論文(Cinii において
「保育 記録」「保育 振り返り」「保育 自己評価」のキーワードにより検索されたもの)も参照した。 




























そこで，これらを踏まえて，上記②③については下記の表 1 により，コーディングを行う。 
表 2-1 分析のためのコーディング表 






























の概ね 2 つの意義が示されている 
(2)記録の方法・視点 
ここでは記録の一般的なものを取り上げる。主な記録としては，寺田ほか(2009)8)，小田・神長ほ
か(2009)10)などを参照すると，概ね次の表 3-1 のように整理できる。 












B3 クラス集団の育ち エピソード中心の記録，環境図 

















表的なものを整理し，コーディングごとに整理すると次表 3-2 のようになる。 






















































その点を踏まえて抜粋し，さらにコーディングごとに整理すると，次表 3-3 となる。 





















































































































































































































































































図 4 保育実践の振り返りと保育記録・自己評価の全体構造 
 
























 (2) A2「保育実践における子どもとの関わり」の振り返りと記録・自己評価の内容 
その日(週・月・期)のそれぞれの幼児への自分のかかわりについての反省をし，翌日(週・月・期)
への援助の考えをまとめることが必要であるが，そのための観点と記録・自己評価の内容は，以下
の表 4-2 のようになる。 
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きい。日本保育学会では 2009 年の『保育学研究』第 47 巻 1 号において「保育実践を振り返る」という特集テーマ
が組まれ，同第 47 巻 2 号では「保育の質を高める記録」というテーマの誌上「保育フォーラム」が行われたり，同
学会第 63 回大会(2010 年 5 月)の大会企画シンポジウムの開催，それを受けての「日本保育学会会報」第 149 号(2011
年 1 月 5 日発行)の「保育の質を高める記録」の特集が組まれている。 
２ くもの巣(ウェブ)型の計画については，阿部和子・前原寛編(2009)『保育課程の研究』萌文書林が詳しい。 
３ 「保育マップ」という言葉は，庄籠(佐賀大学附属幼稚園)の描いていた「環境図記録」を，新開が「保育マップ」
として命名し，自身の実習指導において学生に描かせたことから始まる用語であり，日本乳幼児教育学会第１７回
大会(2007)においてラウンドテーブルとして提案された記録方法である。保育現場では，以前から「環境図記録」が
一部の保育者によって用いられ，河邉(2005)はその体系化を図り，本ラウンドテーブルにおいて指定討論者として登
壇している。そのことも間接的に影響し，河邉(2008)では「保育を構想していくための新たな記録方法」として「保
育マップ型記録」として新たな提案を図っている。 
